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２０２５年度 静岡アビリンピック 

データベース（Access）競技課題 

課題概要 

「ポリテクカレッジより、従来からエクセルで管理していた学生管理業務を、データの

管理とアクセスがしやすい、データベースとする旨の依頼があった。」 

 

下記の課題１から課題１８の指示に従って新しいデータベースを作成しなさい。 

作成するオブジェクトの名前は以降の課題で指示されている名前で保存しなさい。 

新しいデータベースのファイル名は「ポリテク学生管理.accdb」としなさい。 

なお、各課題で指定がない部分に関しては各選手の判断で構築すること。 

 

課題１ 学生情報を管理するためのテーブル「T_学生マスター」の作成 

課題２ 科名を管理するためのテーブル「T_科名マスター」の作成 

課題３ 学生の所属を管理するためのテーブル「T_科所属」の作成 

課題４ 学生出身高校を管理するためのテーブル「T_高校マスター」の作成 

課題５ 学生の出身高校を管理するためのテーブル「T_出身高校」の作成 

課題６ 性別を管理するためのテーブル「T_性別マスター」の作成 

課題７ 学生の生年月日を管理するためのテーブル「T_学生備考」の作成 

課題８ 学生名、ふりがなと住所を表示するクエリ「Q_学生情報」の作成 

課題９ 科名、科内番号を学生名と結びつけて表示するクエリ「Q_学生所属」の作成 

課題１０ 学生名と住所、出身高校を結びつけて表示するクエリ「Q_地区検索」の作成 

課題１１ 学生名と生年月日を結びつけて年齢を表示するクエリ「Q_生年月日」の作成 

課題１２ テーブル「T_学生マスター」をもとに、データを一覧表示するフォーム「F_学

生確認」の作成 

課題１３ CSV形式の高校データをテーブル「T_高校マスター」に、一括登録するフォー

ム「F_高校インポート」の作成 

課題１４ 学生情報をテーブル「T_学生マスター」に新規登録するフォーム「F_学生新規

追加」の作成 

課題１５ 追加された学生について所属科を登録するフォーム「F_所属科登録」の作成 

課題１６ クエリ「Q_学生所属」をもちいて、科名、学年、科内連番、学生名を表示する

レポート「R_学生所属」を作成 

課題１７ 地区名で検索して出身校と学生名が表示するレポート「R_地区検索」を作成 

課題１８ 操作メニューフォーム「F_操作メニュー」の作成 
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各テーブルの関連を以下に図で示す。 

 

 

 

課題１ 学生情報を管理するためのテーブル「T_学生マスター」の作成 

（１）「学生マスター.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 学生連番 オートナンバー型（インクリメント） 

② 学生名 短いテキスト フィールドサイズ：24 

③ ふりがな 短いテキスト フィールドサイズ：48 

④ 住所 短いテキスト フィールドサイズ：120 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 

 

 

課題２ 科名を管理するためのテーブル「T_科名マスター」の作成 

（１）「科名マスター.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 科コード オートナンバー型（インクリメント） 

② 科名 短いテキスト フィールドサイズ：24 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 
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課題３ 学生の所属を管理するためのテーブル「T_科所属」の作成 

（１）「科所属.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 学生連番 長整数型 説明：学生マスター 

② 科コード 長整数型 説明：科名マスター 

③ 入学年 長整数型 

④ 科内連番 長整数型 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 

 

 

課題４ 学生出身高校を管理するためのテーブル「T_高校マスター」の作成 

（１）「高校マスター.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 高校連番 オートナンバー型（インクリメント） 

② 高校名 短いテキスト フィールドサイズ：60 

③ 高校住所 短いテキスト フィールドサイズ：100 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 

 

 

課題５ 学生の出身高校を管理するためのテーブル「T_出身高校」の作成 

（１）「出身高校.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 学生連番 長整数型 説明：学生マスター 

② 高校連番 長整数型 説明：高校マスター 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 

 

 

課題６ 性別を管理するためのテーブル「T_性別マスター」の作成 

（１）以下の設定でテーブルを作成しなさい． 

① 性別コード 長整数型 

② 性表示  短いテキスト フィールドサイズ：10 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 
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課題７ 学生の生年月日を管理するためのテーブル「T_学生備考」の作成 

（１）「学生備考.csv」のデータをインポートし，以下の設定でテーブル化しなさい． 

① 学生連番 長整数型 説明：学生マスター 

② 生年月日 日付型 

③ 性別コード 長整数型 

（２）適切なフィールドに主キーを設定しなさい． 

 

 

課題８ 学生名、ふりがなと住所を表示するクエリ「Q_学生情報」の作成 

（１） 課題１～７で作成したテーブルの中から必要なテーブルを使用してクエリを作成し

なさい。クエリ実行時に下図のような学生連番の入力を要求し、それに基づく学生

データを表示すること。表示フィールドのイメージは以下の通りとする。 

 

 

 

 

 

課題９ 科名、科内番号を学生名と結びつけて表示するクエリ「Q_学生所属」の作成 

（１） 課題１～７で作成したテーブルの中から必要なテーブルを使用してクエリを作成し

なさい。表示フィールドは以下とする。 

 

（２） 「学年」フィールドは、入学年にもとづき「2025年」であれば「1年生」、そうでな

れば「2年生」と表示する。 

（３） 並べ替えとして、［科名］フィールドは昇順、［学年］は降順、［科内連番］は昇順と

する。表示結果のイメージは以下のとおり。 

科名 学年 科内連番 学生名 
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課題１０ 学生名と住所、出身高校を結びつけて表示するクエリ「Q_地区検索」の作成 

（１） 課題１～７で作成したテーブルの中から必要なテーブルを使用してクエリを作成し

なさい。対象フィールドは以下とする。 

 

（２） クエリ実行時に地区名の入力を要求し、それに基き住所を検索し該当データを表示

する。 

 

 

（３） 並べ替えとして、［ふりがな］フィールドは昇順とするが、データは表示させない。

表示イメージは以下のとおり。 

 

 

 

学生連番 学生名 住所 高校名 入学年 ふりがな 
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課題１１ 学生名と生年月日を結びつけて年齢を表示するクエリ「Q_生年月日」の作成 

（１） 課題１～７で作成したテーブルの中から必要なテーブルを使用してクエリを作成し

なさい。表示フィールドは以下とする。 

 

（２） ［年齢］フィールドは、生年月日から年齢を計算し以下のように表示する 

 

 

 

 

課題１２ テーブル「T_学生マスター」をもとに、データを一覧表示するフォーム「F_学生

確認」の作成 

（１） 学生マスターの項目にもとづき、フォームレイアウトは以下の通りとする。 

 

 

 

学生連番 学生名 生年月日 性表示 年齢 
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課題１３ CSV形式の高校データをテーブル「T_高校マスター」に、一括登録するフォーム

「F_高校インポート」の作成 

（１） 表示フォームのレイアウトは以下の通りとする。 

 

（２） フォームのテキストボッスにおいて、CSV ファイル名およびパス名を入力する。例

えば「D:\files\school.csv」のようにファイル名を指定後、【追加】ボタンをクリ

ックすることでデータ追加を実行する。 

 

（３） このフォームを使って「追加高校情報.csv」のデータをテーブル「T_高校マスター」

に一括登録すること。 

 

 

 

 

課題１４ 学生情報をテーブル「T_学生マスター」に新規登録するフォーム「F_学生新規追

加」の作成 

 
（１）学生連番は、現在の「T_学生マスター」を参照し、最大値＋１の値を表示する。 

（２）登録後に、「登録完了」のメッセージボックスを表示する。 
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課題１５ 追加された学生について所属科を登録するフォーム「F_所属科登録」の作成 

（１） 学生は、コンボボックスで「T_学生マスター」から学生連番と名前を 2 列表示から

選択する 

 
（２） 所属科は、はコンボボックスで「T_科マスター」から選択する 

（３） 入学年は、作業当日の日付情報から年だけを表示 

（４） 科内連番は、特に指定なく数字が入力できればよい 

 

 

課題１６ クエリ「Q_学生所属」をもちいて、科名、学年、科内連番、学生名を表示するレ

ポート「R_学生所属」を作成 

（１） 課題１～１１で作成したテーブルおよびクエリの中から必要なものを利用して、以

下のようなレイアウトのレポートを作成すること。 
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課題１７ 地区名で検索して出身校と学生名が表示するレポート「R_地区検索」を作成 

（１） クエリ「Q_出身高校」をもとに以下のようなパラメータ入力から地名を指定できる

ようにすること。 

 

 

（２） 以下に示すようなレイアウトとなるようにレポートを作成すること 
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課題１８ 操作メニューフォーム「F_操作メニュー」の作成 

 

（１） 課題１２から課題１７までに作成したフォームやレポートを表示できるフォーム

「メインメニュー」を作成する。なお、フォームレイアウトは以下のとおりとす

る。 

 

 

（２） 各ボタンをクリックしたときの動作は以下の通りとすること 

 

ボタン 動作 

学生確認 フォーム「F_学生確認」を開く 

高校インポート フォーム「F_高校インポート」を開く 

学生新規追加 フォーム「F_学生新規追加」を開く 

所属科登録 フォーム「F_所属科登録」 

学生所属 レポート「R_学生所属」を開く 

地区検索 レポート「R_地区検索」を開く 

アプリの終了 Microsoft Accessを終了する 

 

（３） データベースファイル「ポリテク学生管理.accdb」を起動したときに「メインメ

ニュー」を表示するように設定する。 

 

 

 

 

 


